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福島縣月形蟷石鉱床調査報告
安　斎　　俊　　男＊

　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

0re　Deposits　in　Tsukiga奮a“Roseki”Mine，Fukushima　Prefec重ure

by

Toshio　Ansai

　　　Tsukigata“Roseki”Mine　situated　near　the：Lake　Inawashiro　is　one　of　the　newest

■’ock　mine　opened　in　1952．

　　　One▽ein　and　more　than　seven　massive　deposits　in　alter♀d　quartz　andesite　may　have

been　formed　by　the　action　of　hydrothermal　solutionsb

　　　Main　constituent　minerals　of　the　ore　are　sericite，pyrophyllite　and　quartz．Equi－

valent　pyrometric　cone　with　the　Roseki　is　cone30in　average　which　may　be　used　for　fire

brick’industries．

　　　　　　　　　1．緒　　言

昭和28年明6日より・4蜘，鶴県灘郡膨村

の蠣石鉱床の調査を行つたので，その結果を報告する。

地形測量は長岡東洋男技官が担当した。

　　　　　　　　2．位置・交逼
　ひたかとり
　額取山（1，008m）に発し，西流して月形村浜路の北方

で猪苗代湖にそ＆ぐ大道沢の上流に位置する。磐越西線

上戸駅から南ヘバス5kmで浜路に達し，北東へ徒歩6

1km（1時間半）で山元に達する。鉱石搬出経路は

　　　，馬車6km　　　I・ラヅク5km
　山元一一→浜路　　　　　　→上戸駅

であるが，山元附近の道路2kmを改修すれば，山元ま

でトラックを通ずることができるQ

3・沿箪部よび現況

　昭和23年から25年にわたって，藤村窯業原料会社が

『権利を得て探鉱を行つたが，採掘には至らなかりた。25

年月形村長佐藤保雄が権利を継承し，26年10月馬車路

2kmを改修，27年には計400tを出荷，28年には5

月まで未出荷である。仕向先は，釜石製鉄所・大阪窯業

草加工場・東京窯業会社・東京耐火・日本鋼管・日本窯

業・．磐城シャモ。ヅト等で，いずれも耐火物用である。

　　鉱業権者：佐藤保雄

鉱　　区：福島県安積郡月形村大字浜路字二俣村有一

　　　　　林，168ヘクタール（申請中）

4．地形および地質

調査地域は猪苗代湖の東岸，額取山の西斜面海抜700

～800mに当り，．中央を大道沢が南西に向つて流れ，深
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い谷を形成している。大道沢に面する斜面は急峻

で，比較的小沢に乏しい。冬季問は積雪1～2m

で，作業は困難で昂るb

地域内の地質はほとんどすべて石英安山岩より

なり，北西方で第三紀層の凝灰岩と接し西方の大

道沢中流二叉附近には，、地域の基盤をなすとみら，

れる角閃石花嵩岩が，南北方向に長く露出してい

るQ

　石英安山岩は斑晶および石基にわずかに石英を

有し，有色鉱物ははなはだしく変質して緑泥石化

している。鉱床存在地域附近のものは一般に珪化

作用を受け，石基の大部分は石英よりなり，黄鉄

鉱の小結晶を伴ない，灰色ないし濃灰青色で堅緻

である。

　凝灰岩は石英粒・長石分解物・緑泥石・水酸化

鉄よりなり，暗褐緑色，細粒，砂質で軟弱である。

調査範囲内では層理は明らかでない。

5．鉱　　床

蟻石鉱床は，石英安山岩中にこれを交代して生

成された塊状の絹雲母一パイロフィライト鉱床お

よび石英安山岩中の断層に沿つて発達した絹雲母

を主とする脈状鉱床である。

5．1　鉱床の配列

　1号鉱床のみは他の鉱床群の南西方2kmの大

道沢二又附近に離れて存在する。2号から8号ま

での鉱床は1大道沢沿い約750mの間にあり，大体

N600E方向に配列する。そめほ黛中央に脈状の

3号鉱床があつて，その走向は：N75～800Eであ

る0

　3号鉱床は脈状であるが，他の鉱床は塊状また

は厚いレyズ状を呈する。6号から7号，8号に

至る鉱床は，断続するレyズ状または膨縮する脈

状と考えられ，　これらを取りカ、こむ米占土イヒ帯は連

続している。

　傍岩は一般に鉱床周辺では珪化が著しく，淡灰

色の珪化帯をなしている。新6号鉱床では，鉱体

と珪化帯は直接接して，その間わずか数cm程度

の漸移帯が存在する・この場合，鉱石はや玉珪質

で硬く，均質である。

　1日6号鉱床の場合も新6号におけると同様の状況にあ

るが，母岩がや玉粘土化されている。

　1・2・4・5・7・8号の鉱床では，その周辺に鉱体に

比して大きい顕著な粘土化帯を伴なつている。粘土化帯

は，石英粒・カオリy（？・）・絹雲母および少量のパイロ
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フィライトよりなり，，白色を呈するのが普通で，時に鉄

分により赤褐色に汚染されていることがある。

鉱体に近づくとともにパイロフィライト・絹雲母が次

第に増加し，鉱体はパイロフィライト・絹雲濁および石

英からなるゐが普通であるが，概して不均質で軟質の傾

向がある。これらのうちには粘土化帯のみで，鉱床とし
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て認め難いもの（1・4・5・7号の一部）がある。

　3号鉱床では，レyズ状に断続する絹雲砥脈の両盤が

石英と絹雲母の脈とが平行して，縞状をなす（縞の厚さ

．数mm）縞状変質帯をなしている。

6．鉱床略読

6．1コ号鉱床
大道沢中流二又の南西，小ワサビ沢を南に約200m

登つた西側山腹にある。直径7～8血の塊状粘土化帯で

このなかには母岩の→部が小塊状に残存する・粘土化帯

のうち，50％以上がパイロフィライト（または絹雲母）化

している部分は，全体の1／3程度とみられる。石英粒は

全般に含有されているが，硫化鉄，水酸化鉄等はほとん

ど認められない0

6』22号鉱床

大道沢の道路沿いに露出する，東西約40m，南北約

20mの粘土化帯で，蝋石鉱床と認められるのは，そり

南端5m×20mの部分である。粘土化帯の周辺部では

49一（617）



地質調査所月報（第5巻第11号）
ノ

3号束坑

s←安弱
　山粘
　岩土
　　　化
　　　帯

1　、柵
勲　　酬

　　　　　　　　A

／／・／

～
＼
k 、・x

　
～
懸 ～

醗31・・1・σ階．

糖・ン

　o　　o

急孝欝．聯．3．・

隙輪．3．」．？・．

　　・
l・。σ・。σ※！

　　。．。。。。ρ．ρ

縞
状
珪

化

帯

断絹　石
層雲　英
　田　絹
石　雲
英　母
1詠　臆

3号西坑
　　　蝋石
　　』』1聡

o

～

安同N
密
石

2　3　4　5m y安
　轡
　石

・弱　　断縞
砧　　層状
土　　　石、
化　　　英
帯　　　絹

　　　　愚　　　　ロ　　　　母
　　　　月赤

縞　　安｛“N

状1　山
珪’　岩
化
帯

第3図　月形蟻石鉱床3号脈断面概念図

焼けが著しいが，内部にはこれが認められない。

　6．33号鉱床
　2号鉱体の北東200m』にある。鉱床は大道沢を横断

，する走向N80’一85。E・傾斜75QNの断層に沿つて発達

し，沢の西側（西坑）では100m，東側（東坑）では30m

にわたつて露頭を追跡することができる・

　西坑（約25mの鑓押し坑道がある）は，断層上盤側に’

約，5mの縞状珪化帯があり，下盤側は約3mの粘土化

帯を経て母岩に移行する。断層に沿って平行に2条，レ

ソズ状に断続する絹雲母脈が発達し，その厚さは最大30

cm程度である。両脈間の縞状珪化帯には特に絹雲母粘

土の発達が著しい。

　東坑「（5mの鑓押し坑道がある）では，断層の下盤側

Lに厚さ10mの縞状珪化帯，上盤側に約5mの粘土化

帯があつて，その関係は西坑と逆であるが，両者間め関

係は明らかでない。断層に沿う部分は絹雲母石英脈で絹

雲母のみの脈は未だ認められない。

6．4新6号鉱床
　3号の北東方250mの大道沢南岸にある。直径約15

mのポケット状で，南側に2，3個の小ポケットが附随

している。鉱体周辺に粘土化帯を欠き，鉱体はアメーバ

状に足をいくつか出’し，数cmの漸移帯から母岩に移

化する。露天およびその下部の小坑道から約400tを出

鉱したが，鉱石は各部分にわたつて比較的均質である。

　　　　　　　　　　i6．54号～8号鉱床

新6号の東に連続して，東西に配列する一連の鉱床で

全長250血以上に及び，，変質帯は連続している。この

うち，西端の4号，東端の7号r8号において粘土化帯，

が顕著で，中央の旧6号鉱体周辺のみは粘土化が微弱で

新6号鉱床に類似している。・

　4号は白色粘土化帯で蟻石は部分的にわずかに認めら

れるだけである。旧6号西方の鉱床は，川面水準に粘土

化帯と蟻石の頭部を露わしているだけであるが，良質の一

蟷石が川に沿つて10mにわたつて認められ，底部に期．

待がかけられる。
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第4図　月形蠣石鉱床旧6号鉱床附近概念図

　旧6号は厚さ最大15m，延長20m以上の北に急斜
したレソズ状を皇し，この地域最大の鉱体とみられる。

全般にやX珪質であるが，見掛上品位の不同が少ない。・

　7号鉱床は厚さ25m以上の著しい粘土化帯で，16号

の鑓先に相当する位置に点々と蝋石質部分が発達してい

るが，現在までのところ，地表面で最大1m×3m位の

ものが見られるのみである。その部分では鉱石は白色で

良質である。8号は粘土化帯の東端に当り，粘土化帯の

厚さも5m域下に減じ，そのなかに蠣石質の部分が点

々と見られるのみである0

　6．6　その他の露頭，変質帯

　3号鉱床の東方100血の鑓先に当る位置に蟻石の小

露頭が見られる。粘土化帯は発達せず，形状・大きさも

未だ明らかでないが，品位は良好と認められる。排土を

行つて規模を確かめる必要がある。

　その他，2号鉱床西方の出戸北沢中腹，新6号南方，

向北方，8号南方，旧6号北方大道沢上流等に塊状の粘

土化帯が認められるが，いずれも蟻石鉱床は認められな

いQ

7．鉱　　石

　ビの地区の鉱石は次の3種類に分けることができる。

　7．1　3号鉱床の鉱石

　白色ないし淡青色の蟷感の強い塊状鉱石で，一見高純

度のパイ寧フィライトのよ5に見えるが，分析値によれ

ば，絹雲母と判定される。

　グレー用として適当な高品位鉱である。

7．2　6号・新6号鉱床の鉱石

灰色ないし淡褐灰色を呈して硬く，蟻感に乏しいが，

比較的均質である。石英を多く含有し，常に絹雲母を伴

なっているが，石英は最高50％，絹雲母は最高20％程

度と見られ，パイロフィライトは両者に比して，むしろ

や」少ないものと考えられる。

　大阪窯業株式会社の従来の試験によれば，焼締りはき

わめて良好と云われているが，これはこの鉱石の絹雲母

含有によるものと考えられる。

　全体としてS：K29～31程度の鉱石を目標とすれば，

特に珪質な部分を手選により除去することにより70％

程度の歩溜りにし得るものとみられる。

　7．3その他の鉱石一

　2号ないし8号の粘土化帯を伴なう鉱床の鉱石は，局

部的には白色，蠣感の強い高純度のパイロシィライトが

見られるが，－全体としは石英粗粒・絹雲母を多量に混え

軟弱で不均質であり，むしろパイ ロフィライトは随伴的

に存在する。したがつて耐火物として適するものは現在

まで認められない。

8．鉱　　量

鉱量の算定に値するのは，旧6号，新6号両鉱床だけ

で，他の鉱床は探鉱不充分で計算に値する鉱量を掴んで

いない。

　旧6号鉱床は厚さ10m，延長30m，．深さ25mのレ

yズ状鉱体を想定して，予想鉱量12，qoOtとなる。

　旧6号坑口西側の露頭の予想鉱量は相当量になる見込
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みである。

　新6号鉱床は直径15m，深さ10mの舞状鉱体を想

定して，予想鉱量2，500tとなる。このうち粗鉱約600

tが採掘済みである。

　　　　　　　　　9，意　　見

　本鉱床は，東北地方唯一の蟻石鉱床として立地条件に

恵まれ，鉱石も高晶位鉱は少ないが，焼締り良好の中品

倖鉱は，さし当りの採掘を充す程度に確認されているの

で，今後引続き稼行されて行くものと考えられる。

　開発は未だまつたくの初期で，今後操鉱すべき余地が

多いが，次の諸地点については早急に探鉱を進めなけれ

ばならないQ

　9．1　旧6号鉱床の東方，7号変質帯の深部

　現在の6号鉱床の下盤に沿う小坑道を延長して，その

東方へめ延びを確認するとともに，7暮変質帯深部につ

いて北側から鋸入探鉱坑道を開墾する必要がある。

　9．2　3号鉱床の脈の延長

　延び・深部ともに連続状況は良好と見られるから，さ

し当つて東坑の鍾押しを試みるのが適当である。

　9．3　3号鉱床東方鑓先に当る蜷石露頭附近の剥土探

　　　鉱
『以上のほかに現在までに知られている各鉱床に対して

は，論応坑道探鉱を行つてみる必要があろう。

　なお，本鉱床の鉱石については，さらに検討すべき点

が多いので1それらの点については別に発表する予定で

ある。

　　　　　　　　　　　　　（昭和28年5月調査）
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